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'
福
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お

け

る# .
.蒙
の
意
義
と
.
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限
界
を
し
め
し
、
.七〜

九
節
に
お
い
て
、
福
沢
後
期
. 

の
社
会
思
想
を
追
い
乍
ら
、
最
後
の
十
節
に
お
い
て
、

)

福
沢
晚
年
の
宗
教
哲
学
に
説
き
及
ぶ
。；：余
論
の
.三
萍 

は
、同
時
代
人
、後
代
の
学
者
，
戦
後
世
代
に
ょ
る
福 

沢
の
思
想
の
！̂

の
問
題
を
と
^
扱
5
备
で
.あ
石
。
;'
-:
' 

同
時
代
人
の
福
沢
に
食
い
す
る
評
価
'に

ろ

ぐ

い

，
て

：

.
は
：，
解
説
の
筆
渚
が
、
戾
権
思
想
と
平
民
主
義
を
福
. 

沢
の
.批

判

的

維

承

者
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看

做

し

.'
福

沢

ら
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啓

蒙
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•想
に
対
角
線
的
に
対
立
す
る
、
.一1

十
年
代
の
浪
慢
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義
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：
社
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主

義

を

、
.
.
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彐

者
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対

置
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た
区
分
法
が
注
目
に
あ
たi

す
る
。
つ
ぎ
に
後
代
の
:.
-- 

学
者
に
：ょ
る
評
価
の
問
題
に
か
ん〗

し
.て
は
、
丸

山

真
■ 

男
氏
の
福
沢
諭
吉
論
と
故
服
部
^
総
の
福
沢
諭
吉
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を
対
比
し
て
紹
介
し
、
編
者
も
む
し
ろ
後
者
に
傾
き
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乍
ら
、
福
沢
を
絶
対
主
義
者
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看
败
す
服
部
之
総
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た
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近
代
思
想
家
と
看
攸
す
永
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広
志
説
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®
せ
し
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暗
に
問
題
の
所
在
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示
し
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論
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1
控
え
て
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。
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解
説
の
論
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よ
り
し
て
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の
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解
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く
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解
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れ

る
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ち
福
沢
の
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想
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極
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日
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米
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ら
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独
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近
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-
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が
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目
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近
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申
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も
あ
る
福
沢
が
,
明
治
政
府
の
：専
.

ノ
制
主
義
|-
同
調
の
：姿
勢
を
と
^:
こ
>

に
は
何
の
_ふ
し
; 

ぎ
:%
な
い
。
；.こ
れ
を
要
す
る
に
:,
'
絶
対
.主
義
に
'よ
る
：' 

上
か
ら
の
開
化
政
策
を
支
持
し
た
福
沢
も
'
明
六
社 

.
同
人
の
他
の
啓
蒙
思
想
家
と
何
ら
異
る
考
で
は
な 

.

.い
‘
.，と
い
う
訳
で
；あ
る
。i，さ
.す
が
-

K

家
；の
^ ;
.説
だ
.け
.
' 

.

.
に
、t

子
界
年
来
の
理
論
的
'
•実
証
的
な
研
究
成
果
を
.

よ
く
踏
ま
え
て
、
定
説
を
平
易
に
.解
説
し
て
余
す
所 

,

な
き
労
作
.で
あ
る
が
、
：本
書
に
収
録
さ
れ
た
福
沢
の
.
 

.著
作
か
ら
は
、.
媢
者
の
論
誼
を
員
#
け
る
こ
と
さ
え 

容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
本
書
は
こ
れ
を
五
部
に
わ
か
. 

ち
、「 I

部
は
福
沢
の
思
想
形
成
を
、'
,
,二
部
JL
ニ
部
は 

学
問
観
，•
.文

朋

観

，
歴

史

観

.
•
.人

生

観

を

.
伝

え

る

も
 

:

の
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し
、
第
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類
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制
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部
分
に
資
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を
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に
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代
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念
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る
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で
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著
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之
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し
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で
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ぁ
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が
ナ
福
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の
思
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事
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あ
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に
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思
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せ
る
小
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め
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法
は
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の
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空
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に
.な
ろ
ぅ
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福
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論
吉
の
思
想
形
成
は
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ま
さ
しv

六
〇
年
代
の
後
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か
ら
七
〇
年
代
の
前
半
に
わ
た
る
、
，近
代
日
本
の
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北
#
命
の
過
程
に
お
い
て
把
握
さ
る
べ
き
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もの
で
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る
。

、 

-

:ーん」

れ
を
要
す
る
に
本
書
の
欠
陥
.は
、
著
作
年
代
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令
列
：を
軽
視
し
て
、
；.理
論
的
根
拠
の
薄
弱
な
帛

目
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分
類
に
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拠
し
だ
編
成
の
.結
果
，
福
沢
の
思
想
の
体 

系
性
と
.そ
の
歴
史
的
な
発
展
の
軌
跡
が
完
全
に
見
失 

わ
れ
た
と
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
塾
生
の
談

筵
に
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い
.て
、.：福
沢
：の
事
蹟
が
語
ら
れ
る
事
の
余
り
に
も
多 

く
，福
沢
の
思
想
が
読
ま
れ
る
事
は
余
り
に
も
^

い
、
 

と
い
ぅ
些
事
を
無
視
す
汍
ば
、：

か
く
も
無
思
想
的
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，分
断

さ

れ

た
：「

思
想
体
系j

の
一
篤
が
、
紹
介
さ
れ 

ね
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な
ら
ぬ
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由
は
な
ぃ
様に思われる。
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